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CDKN2D; Cyclin-dependent kinase 4 inhibitor D; p19-INK4d
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリン依存性キナーゼ阻害因子INK4ファミリーのメンバーです。このタンパク質はCDK4またはCDK6と安定な複合体を形成し、CDKキナーゼの活性化を阻害することで、細胞周期G1期の進行を制御する細胞増殖因子として機能することが示されています。この遺伝子の転写産物量は細胞周期依存的に変動し、G1期中期に最低発現、S期に最大発現を示します。このタンパク質による細胞周期の負の調節は、神経細胞の増殖および精子形成の抑制に関与することが示されています。この遺伝子には、同一のタンパク質をコードする2つの選択的スプライシングバリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:CDK4およびCDK6と強く相互作用し、それらを阻害します。,類似性:CDKN2サイクリン依存性キナーゼ阻害剤ファミリーに属します。,類似性:4つのANKリピートを含みます。,
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	p19 INK4d抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

